
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

その書き込みホントに大丈夫？ ～ネットの中には危険がいっぱい～ 

校長 小澤 英敏 

 私が若い頃のお話。「正義超人」なるカテゴリーが懐かしのアニメ「キン肉マン」の中に

ありました。蛇足になりますが「キン消し（キン肉マン消しゴムの略称）」は、当時子供た

ちのコレクションの王道だったと記憶しています（実は私はあまり詳しくないのですが）。

ところで、この「正義超人」という名前に、今だからこそ私は、違和感を覚えたりしていま

す。アニメつながりで言えば「竜とそばかすの姫」という作品がありました。２０２１年の

公開なので、今の子供たちでも知っているかもしれません。このアニメの中には、仮想空

間の中で「正義」を掲げて、異端者を徹底的にやっつけて容赦なく排除する戦士が登場し

ます。しかし「キン肉マン」における「正義超人」とは明らかに違う描かれ方をしているよ

うに感じます。「正義超人」はあこがれのヒーローとして、「竜と・・」ではむしろ正義を掲

げて自分に陶酔する「やばいやつ」として。正義は大切ですが、正義を全うしようとするあ

まり、「正義なら何でもやってよい」と勘違いするとこの闇にはまってしまうものです。昨

今話題に上る「カスハラ」なるものも、おそらく最初は善意や正義感から始まり、知らぬ間

に行き過ぎてしまった結果のように感じます。 

さて本題、先日、校長対象の「人権教育のオンライン研修」があり、ネット上の人権に

ついてのお話がありました。その中で、学校の教えを守ると、ネット上では被害者になる

危険性が極めて高くなるといった話が印象に残りましたので、以下に掲載します。 

 これはあくまでも顔や素性を知らないネット上の「だれか」とのやり取りの話なので、

現実のお友達とＳＮＳ等でする会話は含んでいないのでしょうが、気を付けるに越したこ

とはありません。 

 私たちは学校の中で、「誰もが必ず仲良くなれる」「誰もが理解しあえる」「誰もが努力で

困難を克服できる」「間違ったことは指摘するのが本当の仲間」と理想論を教わります。た

だ昨今の世界中の様々な出来事を目の当たりにすれば、そう簡単ではないことはうすうす

わかります。加えてネット上では、前段のように「正義」を旗印に「間違った行動」や「う

っかりしてしまった失敗」を絶対に許さずに叩きのめすことが社会のためと信じている

方々もいます。被害者は当然としても、うっかり加害者になればなお大変です。児童にも

十分こういった危険性を指導していきたいと思います。 

 今学期最後の１か月。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

いつも いきいき なかよく かしこく 

飯仲小だより 
楽しさいっぱい 夢いっぱい 笑顔満開 飯仲小 
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学校での教えを「正直に」守るとネット社会では被害者になる。 

 

学校での教え              ネット社会の常識 

人には親切にしなさい。     ⇔   安易に親切にしない。 

呼ばれたら返事をしなさい。   ⇔   安易に返信してはならない。 

困っている人を助けなさい。   ⇔   安易に相談にのってはならない。 

間違っているなら指摘しなさい。 ⇔   反論、抗議をしてはならない。 

     現実社会は危ない。ネット社会はもっと危ない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

７月の行事予定 
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